
震
災
後
に
講
じ
た
防
災
対
策

第
５
編

地
震
直
後
、津
波
警
報
の
発
表
に
伴
い
、

防
災
行
政
無
線
で
避
難
指
示
を
発
令
す
る

と
と
も
に
、
市
内
全
て
の
指
定
避
難
所
の

開
設
、
備
蓄
物
資
の
搬
送
な
ど
の
初
動
対

応
に
全
力
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
12

日
朝
か
ら
は
、
断
水
に
伴
う
応
急
給
水
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
内
各
地
域
に
お
い
て
は
、
自

治
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
連
携
協
力
の
も
と
に
、
災
害
時

要
援
護
者
の
安
否
確
認
と
飲
料
水
の
配

布
、井
戸
水
を
近
所
で
融
通
し
合
う
な
ど
、

お
互
い
に
助
け
合
う
市
民
力
・
地
域
力
が

大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
災
害
の
対
応
で
は
、

課
題
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。市
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
次
の
と
お
り
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

○
市
民
へ
の
情
報

　
伝
達
手
段
の
強
化

大
震
災
で
は
、
停
電
が
4
日
間
続
い
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
行
政
無
線
の
非
常

用
バ
ッ
テ
リ
ー
が
消
耗
し
、
一
部
の
放
送

塔
で
放
送
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
子

局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
を
行
い
対
応
し

ま
し
た
。

震
災
後
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の

強
化
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
停

電
対
策
と
し
て
、
子
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー

の
増
強
（
4
日
間
対
応
）
や
老
朽
化
し
た

子
局
（
57
局
）
を
更
新
し
た
ほ
か
、
沿
岸

地
域
へ
子
局
3
局
を
増
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
を
図
る
た

め
、
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速

報
メ
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

○
職
員
間
の

　
情
報
連
絡
体
制
の
強
化

当
時
、
市
は
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
70
台
を

配
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
避
難
所
の
数
に

対
し
て
、
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、本
部
と
避
難
所
と
の
情
報
伝
達
や
、

現
地
職
員
か
ら
の
被
害
状
況
の
情
報
収
集

が
十
分
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

震
災
後
、
避
難
所
と
本
部
間
や
職
員
間

の
通
信
手
段
と
な
る
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
を
70

台
増
台
（
計
１
４
０
台
）
し
、
全
て
の
避

難
所
と
の
通
信
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
外
部
と
の
連
絡
手
段
を
確
実
に
行
う

た
め
、衛
星
携
帯
電
話
を
配
備
し
ま
し
た
。

MCA無線機

【
市
民
へ
の
情
報
伝
達
と
情
報
収
集
】

防災行政無線子局

防災行政無線子局の
バッテリー（右）

配備した衛星携帯電話

緊急エリアメールの入力画面 MCA無線機で通信している職員
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○
安
全
な
避
難
所
の
設
定

大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ
る
照
明
の
落

下
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
、
津
波
に
よ
る
浸

水
で
、
使
用
で
き
な
か
っ
た
避
難
所
が
あ

り
ま
し
た
。

安
全
な
避
難
所
を
設
定
す
る
た
め
、
津

波
襲
来
を
考
慮
し
て
見
直
し
を
行
い
、
津

波
浸
水
区
域
に
位
置
す
る
避
難
所
を
除
外

し
、
高
台
に
位
置
す
る
那
珂
湊
高
校
を
避

難
所
と
し
て
追
加
指
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
平
成
26
年

度
末
ま
で
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

避
難
所
開
設
体
制
に
つ
い
て
は
、
避
難

所
要
員
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
迅
速

に
開
設
が
で
き
る
よ
う
避
難
所
施
設
の
鍵

の
集
約
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

○
備
蓄
の
強
化

非
常
食
等
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
、
昭
和
61
年
の
那
珂
川
洪
水
の
避
難

者
数
６
、０
０
０
人
を
基
準
と
し
て
備
蓄
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
９
、５
０
０
人
を
超
え

る
避
難
者
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
食
料
や

毛
布
等
が
不
足
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
震
災
に
お
け
る
最
大

避
難
者
数
を
参
考
に
避
難
者
1
万
人
を
想

定
す
る
こ
と
と
し
、
非
常
食
3
万
食
、
飲

料
水
3
万
リ
ッ
ト
ル
を
備
蓄
し
ま
し
た
。

備
蓄
方
法
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に

迅
速
か
つ
円
滑
に
物
資
の
配
布
が
行
え
る

よ
う
、
市
内
全
て
の
指
定
避
難
所
に
防
災

倉
庫
を
設
置
し
、
食
料
や
毛
布
、
資
機
材

を
分
散
し
て
備
蓄
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
で
の
長
期
停
電
を

教
訓
と
し
て
、
全
て
の
防
災
倉
庫
に
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
式
の
非
常
用
発
電
機
を
配
備
し

ま
し
た
。

【
安
全
な
避
難
所
の
設
定
と
備
蓄
物
資
の
確
保
】

指定避難所に追加指定した県立那珂湊高校

一括管理している避難所の鍵

防災倉庫に配備したプロパンガス式発電機 防災倉庫内の備蓄品

指定避難所に設置した防災倉庫
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○
応
急
給
水
体
制
の
強
化

　
と
災
害
用
井
戸
の
整
備

今
回
の
震
災
で
本
市
の
水
道
施
設
は
損

壊
し
、
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
長
期
間
の

断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
復
旧
に

全
力
を
あ
げ
る
と
共
に
、
市
内
９
中
学
校

を
拠
点
と
し
て
応
急
給
水
を
行
い
ま
し
た

が
、
給
水
車
や
給
水
タ
ン
ク
が
不
足
し
、

給
水
を
待
つ
市
民
が
長
蛇
の
列
を
な
す
な

ど
、
多
大
な
不
便
を
強
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ

の
反
省
か
ら
、
飲
料
水
の
応
急
給
水

体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
平
成
24
年
度

は
、
２
ト
ン
給
水
車
を
１
台
増
車
し
、
１

ト
ン
の
給
水
タ
ン
ク
５
基
お
よ
び
車
両
搭

載
型
簡
易
タ
ン
ク
20
基
を
整
備
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
は
自
主
防
災
会

の
協
力
を
得
て
、
断
水
時
に
自
ら
車
を
運

転
し
て
い
た
だ
き
、
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の

車
両
積
載
用
飲
料
水
タ
ン
ク
に
よ
る
応
急

給
水
が
で
き
る
よ
う
応
急
給
水
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

ま
た
、
飲
料
水
以
外
の
生
活
用
水
に
つ

い
て
は
、
市
内
20
の
全
て
の
小
学
校
に
災

害
用
井
戸
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

24
年
度
に
勝
田
地
区
の
小
学
校
14
校
に
災

害
用
井
戸
を
整
備
し
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
に
は
、
那
珂
湊
地
区
の
小
学
校
６
校
に

整
備
し
ま
す
。

○
３
つ
の
水
源
の
維
持
と

　
水
の
安
定
供
給
の
た
め

　
の
整
備

本
市
の
水
道
は
、那
珂
川
の
表
流
水
と
、

那
珂
湊
地
区
の
深
井
戸
に
よ
る
地
下
水
、

お
よ
び
茨
城
県
中
央
広
域
水
道
用
水
供
給

事
業
か
ら
の
受
水
に
よ
る
３
つ
の
水
源
か

ら
取
水
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
災
害
で
、
こ
れ
ら
の
３
水
源
の

取
水
、導
水
、浄
水
、配
水
施
設
が
被
災
し
、

市
内
全
域
に
通
水
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
約
２
週
間
を
要
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
取
水
源
に
応
じ
た
施
設
ご
と
に
復
旧

工
事
を
進
め
、
配
水
が
可
能
と
な
っ
た
水

源
か
ら
順
次
通
水
を
行
い
ま
し
た
が
、
深

井
戸
か
ら
の
供
給
再
開
が
４
日
後
と
最
も

早
く
、
施
設
の
耐
震
性
不
足
で
地
震
被
害

が
激
し
か
っ
た
上
坪
浄
水
場
の
復
旧
が
最

も
遅
れ
ま
し
た
。�

こ
の
震
災
で
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に

は
、
複
数
の
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
よ

り
安
全
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
災

害
時
の
危
険
分
散
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
３
つ
の
取
水
源
を
確
保
・
活
用
い
た
し

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
強
い
地
震
に
よ
る
施
設
の

損
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
施
設

や
配
水
管
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

耐
震
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
、
湊
系
の
地

下
水
を
上
ヶ
砂
配
水
場
に
集
中
さ
せ
る
更

新
工
事
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
老
朽
化

の
著
し
い
市
毛
上
坪
浄
水
場
の
更
新
も
着

手
し
ま
す
。

【
応
急
給
水
体
制
の
強
化
と
取
水
源
の
維
持
】

【自主防災会による応急給水活動イメージ】

自治会において車両準備 配水場

飲料水が
無くなったら

タンク充填自治会での応急給水活動
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大
震
災
で
は
、
自
主
防
災
会
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
等
が
連
携
し
、
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認
な
ど
の

対
応
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
初
期
体
制
に
お
い
て
は
、
人
員
が

確
保
で
き
ず
、
組
織
的
な
行
動
が
で
き
な

か
っ
た
な
ど
の
反
省
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。震

災
後
、
支
援
を
希
望
す
る
要
援
護
者

は
約
８
０
０
名
増
加
（
計
約
３
、２
０
０

名
）
し
て
お
り
、
支
援
体
制
の
強
化
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
各
自
治
会
に
対
し
て
、
1
人

の
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
2
人
の
支
援

者
を
選
任
す
る
個
別
支
援
方
式
に
加
え
、

班
・
組
等
全
体
で
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
支

援
方
式
の
併
用
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
、
高
齢
者
二

人
世
帯
を
対
象
に
追
加
す
る
な
ど
、
自
治

会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
と
連

携
し
た
要
援
護
者
支
援
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

【
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
と
の

 
連
携
に
よ
る
迅
速
な
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
】

【
原
発
事
故
に
関
す
る
情
報
提
供
】

○
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
見
直
し

○
空
間
放
射
線
量
測
定
の
継
続
と
公
表

【
そ
の
他
の
防
災
対
策
】

そ
の
他
の
防
災
対
策
と
し
て
は
、
防
災

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
津
波
・

洪
水
浸
水
予
想
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
災
害
時
の
避
難
所
や
行
動
に
対
す
る

情
報
等
を
統
合
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
市
内
全
て
の
世
帯
に
配
布
す
る
と
と

も
に
、
津
波
対
策
と
し
て
、
海
抜
を
表
示

し
た
津
波
避
難
誘
導
看
板
や
津
波
浸
水
予

想
区
域
を
表
示
し
た
津
波
注
意
喚
起
看
板

を
沿
岸
地
域
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
の
支
援
体
制
の
強
化
と

し
て
、
飲
料
水
の
確
保
、
災
害
活
動
に
必

要
な
燃
料
の
提
供
に
つ
い
て
、
民
間
事
業

者
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
は
、
公
共
施
設
全
般
の
耐
震
性
の

向
上
、安
心
し
て
住
め
る
住
宅
地
の
造
成
、

民
家
や
工
場
等
の
適
地
へ
の
誘
導
等
を
図

る
都
市
計
画
の
推
進
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま

す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
直
後

か
ら
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測
等
に
関

す
る
情
報
が
国
か
ら
は
全
く
提
供
さ
れ
ず
、

本
市
へ
の
影
響
な
ど
の
情
報
を
市
民
の
皆

様
に
、
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
8

カ
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
測
定
デ
ー

タ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
平
成
23
年
5
月
か

ら
は
、
毎
月
、
子
ど
も
の
生
活
空
間
で
あ
る

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
の
校
庭
・

園
庭
、
公
園
等
の
空
間
放
射
線
量
を
定
期

的
に
測
定
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

海抜を表示した津波避難誘導看板 ひたちなか市防災マップ　表面 中面
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